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の茶室からなのです。本来どの宗教
でも、火を焚くのは人間の空間だけ
で、神仏の空間では火は焚かないも
のと考えられていました。室内で火
を焚く習慣は竪穴式住居からなので、
利休の茶室は縄文時代とつながると
考えました。このことが私に新鮮な
ものを感じさせ、茶室を研究し、造
るきっかけになったのです。

利休の茶室
　伝統的日本建築の規格があって、
１人か２人で過ごす４畳半と、何人
か集まるときの九

ここのま

間（18畳）です。利
休は最小の規格を２畳まで狭くしま
したが、彼は基本的建築の単位をこ
の一間四方と考えたというのが私の
説です。
　秀吉のために造って1回使用した
だけといわれる国宝待

た い

庵
あ ん

を見ましょ
う。雨戸の一部から造ったにじり口
や窓の格子に農村や漁村の粗末なも
のが見られますが、床の間には武家
文化の書院造りを取り入れています。
　利休の弟子織田有

う

楽
らく

（1547～1621） 
が造った如庵を再現した茶室があり
ます。封建時代、主従が同席するこ
とは許されませんが、２畳では両者

侘茶の誕生
　茶は奈良時代に中国から伝来し、
寺だけで栽培され飲まれました。鎌
倉時代、中国の宋で修行した栄西

（1141～1215）が禅宗と共に源頼朝
に伝え、武家社会から町人へと広
がっていきました。
　京都大徳寺で一休から「茶

ち ゃ

禅
ぜ ん

一
い ち

味
み

」
の教えを受けた珠

じ ゅ

光
こ う

（1422～1502）
が精神性の高い侘

わ び

茶
ち ゃ

の創始者で、そ
れを堺の商人の紹

じょう

鷗
お う

（1502～55）が
深め、千利休（1522～91）へつなが
るというのが茶の湯の歴史の通説で
す。しかし、利休の茶の湯は京都の
町人の簡素で地味な茶が基になった
という新説もあります。
茶の湯と武家社会

　室町時代、戦国大名が力をつける
ようになると、高価な美術品を賭け
て茶の産地当てなどをする闘

と う

茶
ち ゃ

が流
行しました。彼ら婆

ば

娑
さ

羅
ら

大名たちの
見る目が養われ、茶席での美術品鑑
賞が行われる起源となります。亭主
自ら茶を点てず、秘書役の茶坊主が
別室で茶を点てて運びましたから、
炉を切った茶室は不要でした。茶室
に炉を備えた利休の茶の湯は闘茶の

流れを汲むものではないと考えます。
秀吉が利休を茶道の師範として雇っ
たように、江戸時代の有力大名たち
も千家を家臣として雇い、大名と千
家のつながりが続きました。

茶道と煎茶
　江戸中期、形式化された茶道に対
抗するように京都で煎茶が生まれま
した。宇治万福寺の僧だった売

ま い

茶
さ

翁
お う

（1675～1763）が創始者といわれま
すが、抹茶に比べ経済的な煎茶は町
人に歓迎されました。幕末になると
志士たちが愛好し、大名、千家が弱体
化したこともあり、茶の湯は滅びる
かに見えました。しかし明治になっ
て、女子に行儀作法を身に付けさせ
ようと茶の湯が取り入れられたため、
復活しました。
茶室は縄文時代とつながる

　茶室は、狭い、デザインが自由、外
は見えない、というのが基本とされ
ています。ある煎茶の茶室を設計し
た時、師範から炉は埋めてほしいと
言われて驚きました。煎茶と茶の湯
では、火を焚くか焚かないかの相違
があります。確かに狭い空間で火を
焚くことは奇妙ですが、これは利休

江戸東京博物館友の会　平成29年度定期総会　記念講演（平成29年5月26日）

茶室とわたし
江戸東京博物館　　藤森照信館長
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が近すぎます。４畳半にして、身分
の隔たりを確保する工夫がされまし
たが、利休の考えを受け継いだ設計
になっています。
　私はこうした茶室を参考に茶室を
設計しています。
わたしが造った茶室

　細川護熙氏から1カ月で造ってほ
しいと依頼された一夜亭は、床の骨
格はアルミ製、外を眺められるとい
う画期的な茶室です。私はそれだけ

で日本的なものと感じてしまう畳、
障子、床の間は使いません。私が追
求したいのは、利休が考えた建築の
究極の単位としての小空間なのです。
　栗の樹形そのままの支柱に載った
小川流煎茶の茶室は、先に述べまし
たが、不要と言われた炉を水盤で埋
めて花活けにしました。
　自身のために造った高

た か

過
す ぎ

庵
あ ん

は、郷
里の人々の協力を得て完成しました。
足場をはずして登ってみると15cm

位の振れ幅で揺れるので、最初は怖
かったのですが、５人位が入って座
れば安定します。
　空飛ぶ泥舟という横から引っ張っ
て宙づりにした風変わりなものや、
ミュンヘンの建築学の学生たちと取
り組んだ公道に引くことができる
Walking Café というのも造りまし
た。

【記録】文・写真：広報部会・大橋弘依

新 会 長  
挨 拶
早川良

よし

躬
み

　江戸東京博物館と出会ったのは館
建設途上の平成４年、開館に必要な
設置条例制定のため訪れた時でした。
その偉容を仰ぎ見、これが古き良き
江戸東京を伝える殿堂なのかと感激
したのを覚えています。
　友の会には友人の紹介で岩松会長
の時入会。平成21年から２期、監
事を務めました。この間、各種催し
や親睦の集いに参加し、広く深い会
の魅力を満喫してきました。それが
このたび会長の大役。非力ではあり
ますが、多士済済の役員・部会メン
バー総出で事業一点一点に磨きをか
け、会員皆さまの参加意欲を高めて
会員増につなげたいと願っています。
友の会活動の基本は自主自営、社会
の注目を集めるほどのレベルにあり
ますが、それも博物館の支援をいた
だいてのこと。会もまたできること
は申し出、連携を深めていきたいと
思います。
　博物館改修に伴い、会場や会員数
に影響が出ています。ただ、改修は
オリンピックなどの賑わいに備えて
の由。友の会も同じ展望に立ち、明
日を期すべきでしょう。昨秋、会で
甲府を訪れた際、信玄の遺戒「人は
城、人は石垣、人は堀」は、友の会
にも通じるのでは、という思いを抱
きました。会員各位ならびに江戸東
京博物館の皆さまの一層のご協力を
お願い申し上げます。

第 17 回 定 期 総 会 開 催

困難な時期の新役員の活躍に期待！
　５月26日（金）に第17回定期総会
が開催されました。司会はおなじみ、
柏木さんです。今期で任期を終える
畠中会長のご挨拶に続いて、江戸博
からの来賓を代表して管理課長の嶋
村さんからご挨拶をいただきました。
江戸博が10月から休館となること
や、オリンピックに向けての江戸博
の活動、セキュリティ対策の強化な
どについてのお話がありました。
　その後、議長団の選出が一任され、
議長に事業部会の宮さん、副議長に
同じく事業部会の大澤さん、書記に
広報部会の光田さん、総務部会の秋
広さんが選出されました。まず、議
長より本日の出席者数が150人、委
任状提出が735人、合計で885人と
報告がありました。会員数1605人
に対して1/3以上の535人の定足数
を上回っているので、総会は成立と 
なり、さっそく議事の審議に入りま
した。
　今回は議案ごとに質問を受け付け
るという説明の後、第１号議案「平
成28年度事業報告ならびに収支決
算報告」について、畠中会長の活動
概況の報告の後、事業部会小林さん、
広報部会前田さん、総務部会辻井さ
ん、翻刻プロジェクトチーム丹羽さ

ん、会計菊池さんの各担当による報
告に続いて、監査報告が松原さんか
らありました。
　第２号議案「平成29年度事業計
画案ならびに事業予算案」は同じく
畠中会長の基本方針の説明の後、各
担当者からの報告がありました。今
年度は10月からの江戸博休館で友
の会の活動が大きな影響を受けるた
め、第２号議案については、多くの
質問が出ることを予想していました
が、第1号議案に続いて、質問はな
く、拍手で承認されました。
　第３号議案「役員および監事の選
任」では、留任する７人の役員と、新
たに役員に選出された７人、新任の
監事２人が紹介されて全員が壇上に
登り、代表して新会長の早川さんか
らご挨拶がありました。これをもっ
て総会は無事に終了し、15時から藤
森館長の初の記念講演「茶室とわた
し」、17時からは両国江戸 NOREN
内「築地食堂 源ちゃん」で交流会
が行われました。これまでの会場と
違い、移動があるのでどのくらいの
参加者数になるか心配されましたが、
100人近くの会員が集い、館側から
藤森館長、飯塚事業企画課長、嶋村
管理課長の参加もいただいて、盛況

のうちに解散とな
りました。

【取材】
文：広報部会・

中村貞子
写真：同・　　

大橋弘依
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友の会特別企画（平成 29 年４月１日）

江戸の遺伝子
講師　德川恒孝さん（德川宗家十八代当主）

　今年の特別企画は、德川宗家十八
代当主で德川記念財団の理事長であ
る德川恒孝さんを講師に迎えて、著
書の題名でもある「江戸の遺伝子」
というテーマで講演をしていただき
ました。ご自身のエピソードなども
交えての楽しい講演でした。
･ 参加者197人。

　私は、２回ニューヨークに駐在し
ていました。１回目は、ベトナム戦争
のときで、ロングアイランドからマ
ンハッタンまで地下鉄と列車を乗り
継いで通勤していました。ロングア
イランドはよかったのですが、マン
ハッタンは荒

す さ

んだ町でした。ニュー
ヨークが爆撃されるわけでもないの
ですが。当時は、徴兵制で多くの若
者が兵隊に取られました。20年近く
たってからの２回目のニューヨーク
駐在では、マンハッタンは、明るく
元気で、きれいな街になっていまし
た。「戦争」がいかに直接的にすごい
ことかと思いました。
　家康公がもたらした「平和」という
のが二百数十年続いたこと、これは
日本が島国であったことが役に立ち
ました。これが大陸の中の国とか半
島の国であれば、いかに国が戦争を
しないで仲良くしようとしても、隣
の国が侵略してきたら戦争になって
しまいます。日本はいい位置にあっ
たと思います。太平洋の真ん中であ
れば、文化が入りませんし、いい距
離で文化が入り、交流ができました。 
文明の輸入、そして咀

そ

嚼
しゃく

・日本化、再
び輸入、そして咀嚼・日本化の繰り
返しで、世界の中で極めて恵まれた
島国の文明を築くことができました。
信長公・秀吉公・家康公
　信長公、秀吉公は大陸制覇を目指
していましたが、家康公は平和な国
際交易を積極的に進めました。しか
し、弊害が出てきたため、長崎など
を除いて鎖国にしました。

　「武」から「文」への大転換を行い、
武士は官僚へと変化し、平和が100
年近く続いて人口の爆発が起こりま
した。1600年ごろの人口は1200万
人で、1700年ごろには3000万人に
増えています。武士と町人・農民が
うまく役割を分担しながら共存共栄
していました。
　この平和をもたらしたものの一番
大きなものは、治水です。治水のた
めに大工事が日本中で行われました。
利根川は、荒川と合流していました
が、江戸が洪水になるのを防止する
ため、川の流れを東に移し、銚子で
海に注ぐように河川の大改修を行い
ました。川を挟んで藩が異なる場合、
一方の藩が堤を高くすると、次の台
風の時に他方の藩が洪水になる可能
性があるため、互いに競って堤を高
くするなどの治水工事に励みました。
幕府も治水工事に資金を出しました。
これによって新田開発が進みました。
江戸は60万～70万都市という世界
最大の都市になりました。物流など
もうまくいき、華やかな元禄時代を
迎えました。日本史の中でも最も良
い時代の一つだったと思います。
質素倹約の文化
　18世紀に入ると資源と人口のバ
ランスが限界になります。当時の技
術では、これ以上田畑を増やすこと
もできないところまできてしまいま
した。その時期に、吉宗が８代将軍
になり、いきなり木綿を着て登城し、
冬でも足袋を履かずに素足でいまし
た。絹などの上質な着物を着ていた
老中たちにはえらいことです。この
時から、質素倹約が日本中で行われ
るようになりました。ぜいたくの禁
止、捨てる物の無い世界の出現、徹
底したリサイクルが一気に進み、古
着屋が江戸中にできました。
　元気のない時代になってきたため、
そこで始まったのが庶民の娯楽です。
まず、吉宗公は花見を奨励しました。

今までの花見は風流人が俳句を詠み、
豊かな商人たちが軽く食事をする程
度でした。そこで、吉宗公は御殿
山、飛鳥山、隅田川堤などにたくさ
んの桜を植え、そこでは誰もが花見
ができ無礼講で飲酒が認められまし
た。町人たちと一緒に楽しくやって
いこうと始まったのが、今に続いて
いる花見です。私も新入社員のとき
に、花見の場所取りをさせられまし
た。菊づくりコンテスト、朝顔づく
りコンテストも行われるようになり
ました。寄席は、江戸中で大変な数
があり、大工さんたちは、雨の日は
仕事ができないので寄席を楽しみま
した。すし、天ぷら、そばなどの素
晴らしいファストフードがはやりま
した。また、旅行が大変なブームに
なりました。当時、多くの人が旅行
をするということは世界中で日本だ
けです。欧州では貴族が旅行をして
いましたが、危険なためたくさんの
護衛を付けての旅行でした。
世界最高の識字率を生んだ 
教育システム
　武家には藩校がありました。6、7
歳から始め、今の国語の3、4倍の速
さで文字を覚えさせます。12歳ごろ
から武芸、水泳が入ってきます。幕
末近くには、藩の垣を越えて全国の
俊英を教育した湯島聖堂（昌平坂学
問所）ができました。武家以外の子
どもは全国に３万～４万ある手習い
所・寺子屋で読み書きを習い、江戸
末期には、ほとんどの人が字を読め
るようになりました。
【記録】文・写真：広報部会・前田太門
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えど
友 サークル紹介
◤文士達を巡る会◢

　世話人の内山文伸さんは昨年８月
のえど友研究発表会で「田端文士村
の成り立ち」を発表しました。内容
は近世文学に始まり明治文学の黎明
から文士村の形成とその実態、文士
村の特徴、芸術家と文士たち（特に
芥川龍之介）についてでした。そし
てこれら文士たちを巡る会があって
もいいのでは、と思いこの会を立ち
上げたとのことです。昨年10月に
発足し、会員は現在９人です。月１
回の活動で、文人たちの年譜や作品
紹介などの資料は前もって配布され
ます。これまで芥川龍之介、高村光
太郎、島崎藤村、志賀直哉らの生誕
地や旧居跡を訪ねて田端、麻布台・
芝公園、大磯エリアなどを散策した
とのことです。
　４月度の活動に同行しました。
15日（土）14時に飯田橋駅近くに集
合、牛込橋を渡り、富士見教会を右
に見て右折すると与謝野鉄幹・晶子
旧居跡です。

　法政大学方面に向かい富士見坂を
進んで靖国神社脇の高浜虚子旧居
跡・俳句碑を見学しました。
　一

い も

口
あらい

坂から「明星」創刊の地ま
で歩き、東郷公園を抜け、二

に

七
し ち

通り
から番町学園通りの間に中江兆民ら

の旧居跡を見ました。番町小の横か
ら麹町大通りに出て一筋回ると、そ
の名も番町文人通りです。日本テ
レビ局前には「旗本屋敷の番町には
幕末に活躍した幕臣たちが住んでい
た」「明治・大正・昭和にかけては、
多くの文人たちの住む町に」という
タイトルの説明板があり、前者は江
戸切絵図の拡大版と川路聖

と し

謨
あきら

ら10
人、後者は16人が紹介されており、
島崎藤村、泉鏡花、有島３兄弟旧居
跡などを巡りました。
　大妻通りに突き当たる一角の滝廉
太郎旧居跡には上半身のレリーフと
楽譜の碑がありました。三番町の国
木田独歩旧居跡を見、大妻女子大前
の御

お ん

厩
ま や

谷
だ に

坂から平塚らいてう生誕
地、永井荷風旧居跡などの説明を受
けました。内堀通りに向かい、九段
坂上で靖国通りへ出、田安門を右に
見て一筋入った中坂で硯

け ん

友
ゆ う

社跡を見
学しました。築

つ く

土
ど

神社にお参りして
から目白通りを渡ると滝沢馬琴硯の
井戸跡で、「実際にここに住んでい
たの？」と驚嘆の声が上がりました。
道々文人たちの人柄や生活の様子な
ど興味深い話も聞けました。
　見学は16時半終了しましたがそ
こで散会ではなく、「これから今日
巡った文人たちについて大いに語る
会です」と、皆さんお店の暖簾をく
ぐっていかれました。散策が骨組み
ならそのあとの文学談義は肉付けと
いうところでしょうか。
　次回５月は九段下駅横の昭和館前
に集合して千代田地区の２回目を行
い、６月以降は正岡子規、夏目漱石、
森鷗外、川端康成などのゆかりの地
を巡るそうです。
【取材】文・写真：
･ 広報部会・内匠屋京子

◆落語と講談を楽しむ会
４月18日（火）月番の鈴木紘一さん
による「春風亭一之輔と桃月庵白酒
のＤＶＤ鑑賞」があった。鈴木さん
から二人の略歴と上映する噺につい
て説明があった。一之輔は「雛鍔」
と「明烏」、白酒は「二番煎じ」と

「不動坊」を鑑賞した。参加者16人。

サークルだより
えど友

５月21日（日）月番／山内啓巳さん
と小山一成さんによる深川江戸資料
館地下１階のレクホールで開催さ
れた「第88回楽笑会発表会」を鑑
賞した。嶺風家紫和さんの「手紙
無筆」、金河岸亭とも助さんの「猫
の皿」、極楽亭立往生さんの「品川
心中」、柏亭悠鳥さんの「火炎太鼓」、
主任（トリ）は太尾亭狸久さん（当会
の山内啓巳さん）の「お見立て」を
鑑賞した。参加者15人。
◆藩史研究会
４月14日（金）皆で調べる藩史第２
回として國定さんの司会で、豊富に
集められた史料を縦横に駆使し、喜
多見藩（東京都世田谷区）のみならず
世田谷吉良氏、周辺を領地とした井
伊家やその支配を受けた大場代官屋
敷など周辺地域も含めて幕末に至る
までの変遷を討論した。参加者７人。
５月12日（金）皆で調べる藩史第３
回として戦国大名としての江戸藩

（東京都千代田区）を取り上げた。家
康が江戸に転封となった天正18年

（1590）から慶長５年（1600）、関ヶ
原の役以降徳川幕府が確立されるま
でのおよそ10年間を検討した。参
加者10人。
◆ ｢米屋田中家文書 ｣を読む古文
書の会
４月 13 日（木）米屋久右衛門の書
いた明治３年の「日記」を読む。
P150～168まで。参加者９人。
４月 28 日（金）明治３年の「日記」
を読む。P168～185まで。この日
記では、月給（４月30日）、支配人

（９月13日）という言葉が初出。そ
れまで住み込みで働いていたと思わ
れる支配人（番頭か）が長屋に引っ越
すなど、新たな息吹が感じられる一
方、中働きの徳蔵が暇を取り、新し
く入った丈吉が名前を徳蔵と改める
など、古いしきたりも見られる。
参加者９人。
５月 11 日（木）明治３年の「日記」
を読む。P185～203まで。先回は
久右衛門が人力車（これまでは駕籠）
を頼む記事があったが、今回はまた
協救社養豚所の見廻り作業が田中家
の仕事として始まり、顧客から蒸気
船で荷物を送るよう回漕会社への依
頼も初見され、新しい時代の光景が
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垣間見られる。参加者９人。
５月 26 日（金）明治３年の「日記」
を読む。P203～225まで。参加者
７人。
◆『江戸名所図会』輪読会
４月20日（木）佐藤美代子さんの担
当。伝通院は応永22年に浄土宗中
興の祖、了誉上人が開山、はじめは
小さな草庵だったが200年後の慶
長８年、家康の生母於大の方を埋葬
することによってその菩提寺となり
寺名も伝通院となった。於大、千姫、
孝子の墓は文京区の指定文化財と
なっている。徳川家墓地は昨年まで
の改葬で整備された。参加者17人。
５月18日（木）吉川政雄さんの担当。
伝通院の北側エリアにある光円寺と
宗慶寺、白山神社、今は小石川植物
園となっている御薬園、小石川養生
所に関しての発表。宗慶寺は家康側
室で六男忠輝の生母、茶阿の局のお
墓を守るために、茶阿の法号、朝覚
院貞誉宗慶にちなんで開かれた。図
会では「茶

ち ゃ

阿
あ

の局」を「阿
あ

茶
ち ゃ

の局」
と表記しており、副読本の解説欄で
もこれを訂正していない。参加者
16人。
◆日本の大道芸伝承会
４月12日（水）イベントが終わった
今、基礎練習に加え、新演目に取り
かかった。がまの油売り、玉すだれ、
生きている生首などこれまで伝わる
大道芸と見世物口上を練習。参加者
３人。
５月10日（水）９回目となる深川江
戸資料館で９月16日（土）に行われ
る彼岸イベントに、今回も出演が決
定した。参加者３人。
◆江戸を語る会
４月29日（土）山田興一さんが「江
戸の都市形成の歩み」の演題で発表
した。徳川家康の入府以来、天下普
請の名の下に居住インフラ、物流イ
ンフラが整備され、大量物資の取引
は貨幣経済を発展させた。統一通貨
制度、参勤交代制度による江戸への
人口流入は江戸を未曽有の消費地に
変え、発展を支えた。参加者11人。
◆かっぽれの会
４月・５月休会。
◆太田道灌ゆかりの地を訪ねる会
４月27日（木）山吹の里の有力候補

である埼玉県越生町を訪ねた。越生
駅からサークルとしては初めての貸
し切り大型観光バスによるツアー。
山吹約３千株を植えてつくった山吹
の里歴史公園へ行った。昼食後、五
大尊つつじ公園でこれも満開のつつ
じを堪能、道灌の父・道真の退隠地
とされる健

け ん

康
ご う

寺、自得軒跡へ。さら
に道真・道灌父子によって再建され
その墓もある龍穏寺に行き、いずれ
も現地の方に詳しく説明をいただい
た。龍穏寺は小永平寺ともいわれる
格調の高い名刹、群生しているシャ
ガも満開で、道灌ゆかりの地と花を
満喫した一日だった。参加者45人。
５月28日（日）京成町屋駅前に集合、
泊船軒という珍しい名前のお寺で山
吹の里ならぬ山吹の塚に参拝後、都
電三ノ輪橋へ移動、円通寺、素

す

盞
さ の

雄
お

神社などに寄りながら荒川ふるさと
文化館に行き見学。南千住から日暮
里に移動して、駅前の「回天一枝」
の像（太田道灌銅像）を見学、本行寺

（境内に道灌が築いた物見台跡「道灌
丘之碑」がある）に参拝見学後、太田
道灌が出城を造ったところといわれ
る道灌山・西日暮里公園を散策・見
学、さらに道灌船繋松ともいわれた

「船繋松の碑」がある青雲寺に参拝・
見学して解散した。参加者34人。
６月１日（木）１回目と同じコースを
巡った。参加者44人。
◆文士達を巡る会 
４月15日（土）千代田区の飯田橋か
ら九段下まで歩いた。千代田区は文
士ゆかりの生誕地や旧居跡が多い。
与謝野鉄幹、晶子、高浜虚子、直木
三十五、内田百閒、大杉栄、泉鏡花、
有島三兄弟たちの旧居跡を巡った。
案内板が整備されていて理解しやす
かった。参加者７人。
５月20日（土）九段下の昭和館で集
合し、千鳥ケ淵戦没者墓苑から英国
大使館を回って千代田区内の文士た
ちの生誕地旧居跡を巡る。具体的な
建物などは何も残っておらず残念
だったが、高浜虚子、吉屋信子、半
井桃水などの旧居跡や武者小路実篤、
堀辰雄などの生誕地を訪ねその場所
で文士にまつわる話を聞くことがで
きた。平河神社にも立ち寄った。参
加者９人。

＊　　　＊　　　＊　　　＊
●各サークルとも引き続きメン
バーを募集しております。参加希
望の方は、はがきに①サークル名②
会員番号（必須）③氏名を記入の上、
友の会事務局へお申し込みください。
ただし輪読系の２サークルについて
は定員に欠員が出たときに先着順で
参加いただけます。

◆B班『大伝馬町名主馬込家文書』
　大伝馬町名主馬込家文書「旧記」
３冊目（題箋なし）には、訴訟（名主・
五人組・家主に断りなく訴訟に出向
かないことなど）・生業（薪炭・藁・
葭など商売物の積み高さの定・古
鉄買など）・万石以上以下倹約のこ
と・箱根関所御定など雑多なことが
記されている。その中に、当主の馬
込勘解由は、疝気（漢方で腰腹部の
疼痛の総称）の持病があり腰痛を発
症すると歩行だけでは御用を勤め
難くなるとして、駕籠の使用願を
50歳になる享保12年に出している。
それより12年前の38歳の時、腰痛
養生の間、辻駕籠免許の札が記され
ており、永年腰痛に悩まされていた
ことがうかがい知れる。

友の会めも（開催日と人数）
平成29年４月～５月

◆平成29年度江戸東京博物館&友
の会連絡協議会4月25日（火）博物
館・藤森館長以下5人、友の会・畠
中会長以下22人。◆役員会4月11
日（火）21 人。5 月 9 日（火）16 人。
◆事業部会4月4日（火）22人。5月
2日（火）20人。◆広報部会4月18
日（火）9 人。5 月 16 日（火）11 人。
◆総務部会4月25日（火）24人。5
月 23 日（火）29 人。◆古文書講座･
入門編：5 月 1 0 日（水）午前 1 0 6
人・午後 108 人。初級編：5 月 17
日（水）午前76人・午後76人。中級
編：5月20日（土）午前57人・午後
40人。◆館蔵古文書翻刻プロジェ
クト4月6日（木）A班8人。B班6人。
4月20日（木）A 班9人。B 班5人。
5月18日（木）A 班9人。B 班6人。

館蔵古文書翻刻だより
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　幕末、幕臣の中で最も著名な一人
といわれた川路聖

と し

謨
あきら

は、ロシア使
節プチャーチンとの交渉の末、日露
和親条約を締結させた責任者の一人
として名を知られています。その川
路聖謨はどんな男だったかといいま
すと、時代を見る目の確かさを持ち、
他者を引き込み信頼させてしまう人
柄、さらにウイットに富み柔軟な交
渉力を持った魅力あふれる人物でし
た。今日は勘定奉行所吏僚としての
出仕と奈良奉行期の業績を中心にお
話を進めます。
幕府出仕まで
　川路聖謨は豊後国日田の代官所属
吏・内藤吉兵衛歳

か ず

由
よ し

の次男として誕
生（享和元年・1801）、長男が夭折し
たため、事実上の長男・弥吉として
育てられます。家族のために幕臣に
取り立てられたいという願いを強く
持った父歳由は、日田の生活を捨て
享和３年ごろ出府し、就職活動の結
果、めでたく西丸徒

か

士
ち

に採用され幕
臣となりました（文化３年・1806）。
その後、日田に残されていた家族も
出府、教育熱心な父の勧めで弥吉７
歳のとき、初めて学問の道に入り、
次いで、友野霞

か

舟
しゅう

の門に入って本格
的な学問修業を始めました（文化９
年）。同年、小普請組に属する御家
人・川路三左衛門光房と知り合った
父歳由は、是非弥吉を養子にしたい
という光房からの申し出を断り切れ
ず、承知しました。内藤家とは異な
り、90俵３人扶持の生粋の譜代御家
人の家柄に魅力を感じたものと思い
ます。翌年の文化10年、弥吉13歳
で元服、諱

いみな

（実名）を、実父歳由の
一字をとって歳

か ず

福
と み

と付けますが、後
に師の友野霞舟により聖謨と改名さ
れました。その年の３月、養父光房
が病気を理由に隠居、聖謨が当主と
なって小普請組に列することになり
ました。
支配勘定出役から勘定組頭格まで
　文化15年３月４日、川路聖謨は初

めて江戸城に登城、支配勘定出役か
ら評定所留

と め

役
や く

助
す け

、ついで勘定・評定
所留役に昇進、身分もそれまでの御
家人から「御目見以上」の旗本の資
格を得ました（文政６年・1823 正
月）。次いで、文政10年７月には寺
社奉行吟味物調役当分助になり、同
年12月に本役に栄進します。それか
ら４年後の天保２年（1831）９月に
は勘定組頭格に昇進、「好

このみ

て四方奇
傑の士に交り広く眼を天下の経綸に
そそぐ」と『幕府名士小伝』に記さ
れたとおりの立身出世ぶりでした。
奈良奉行の時期、徹底した犯罪撲滅
と地域貢献
　天保６年に聖謨は勘定吟味役に昇
進した後、佐渡奉行や小普請奉行、
さらに普請奉行の役職を経て、弘化
３年（1846）正月に奈良奉行を命じ
られました。天保14年閏９月、天
保の改革を主導していた水野忠邦が
上知令の失敗により失脚、老中首座
に阿部正弘が就任しました。聖謨の
奈良行きは天保の改革の一端を支え
ていた聖謨が改革の失敗のあおりを
食っての「左遷」とも考えられます
が、この奈良在勤は５年２カ月の長
きになりました。
　古都・奈良という伝統的風俗や古
い慣習を重んじながら、いかにして
弊害を改めていくか、が当初の課題
でしたが、着任当時の実態はひどい
ものでした。奉行所管内での博打が
猖

しょう

獗
け つ

を極めていたにもかかわらず、
寛政期ごろ（1789～1801）から博打
打ちを拘束した例が皆無であるばか
りか、享和のころ（1801～04）には
法隆寺境内での博打行為を奉行所の
同心が許可していた事実まで判明す
るというのが実態でした。
　そこで、聖謨は徹底して博打など
犯罪の撲滅に取り組みます。大勢の
博打打ちを摘発・断罪、一時はこの
地域から博打打ちの姿が消えるほど
の徹底ぶりでしたが、一方では奈良
の町自体の活気が無くなったことも

事実でした。また、再犯者への対策、
犯罪者の社会復帰の円滑化に力を注
ぎ、白洲で、罪を犯すことの不条理
を諄

じゅん

々
じゅん

と教え諭しました。拷問につ
いては、冤罪を避けるために、明ら
かに罪を隠していると判断できる以
外は極力禁止しました。また、未決
のまま長期にわたって放置されてい
る滞獄者が多かったので、聖謨自ら
が白洲に出て直吟味を行い、裁判事
務の迅速化を図るとともに、公正な
裁判を受けられるよう努めています。
　荒れ山になっていた奉行所付属の
多聞山御林に50万本の植樹を行っ
た他、奈良の名所・旧跡の衰微に対
しても手当てを行いました。特に享
保２年（1717）に炎上し、境内の荒廃
甚だしかった興福寺には、猿沢の池
周辺に千本の桜・楓の苗を植えまし
た。この植樹は奉行所主導の上から
の指示でなく、町の有力者に働きか
け、実行に移させた点に聖謨の思い
―聖謨自身がこの地から去った後も
植樹が継続していくよう―が伝わっ
てきます。
　その他、地場産業の振興のために
和墨「陳

ち ん

玄
げ ん

堂
ど う

」のブランド化や革製
武具の改良・製作を図りました。さ
らに、さびれていた明教館という学
問所を活性化させるために、奉行所
関係者（与力や同心）を学問所に通わ
せて自らが率先垂範学問に精励する
姿を見せて、奈良町民の学問への関
心を高めるべく工夫を凝らし、学問
所の隆盛に力を尽くしました。
奈良奉行の任を離れる
　嘉永４年（1851）５月、江戸に戻っ
た川路聖謨は短い期間大坂町奉行を
勤め、嘉永５年９月に勘定奉行、さ
らに海防掛を兼任。翌６年７月に長
崎に来航したロシア使節プチャーチ
ンとの条約締結交渉に臨むことにな
ります。 参加者176人。

【記録】文・写真：広報部会・福島信一

第 175 回　江戸東京博物館友の会セミナー（平成 29 年４月 15 日）

遠国奉行川路聖謨の治政
―佐渡奉行および奈良奉行時代の民政を中心に―

講師　大庭邦彦さん（聖徳大学文学部教授）
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はじめに
　江戸城主といえば、戦国初期の太
田道灌や戦国末期の徳川家康が知ら
れています。しかし、その間の100
年余りについては小田原北条氏らが
支配していました。北条氏は、当初
は重臣遠山氏を配置していましたが、
後には北条氏秀・乙松父子、続いて
北条氏政が江戸地域の支配を管轄し
ていたことが分かりました。今回は
北条氏秀に焦点を当て、戦国後期の
江戸地域を眺めてみます。
中世江戸城
　小田原北条氏は戦国大名の中では
比較的知られた存在です。北条早雲
を初代に５代続きますが、江戸地域
の支配についてはさほど研究が進ん
でいたわけではありません。多摩地
区では八王子城跡などで発掘調査も
だいぶ進み、文献史料に加え埋蔵文
化財なども出ていますが、23区内に
おいては、ほとんど解明されていま
せん。それでも文献史料を精査する
うち、色々なことが分かってきまし
た。今回は文献史料の読み直しを中
心に説明したいと思います。
治部少輔・北条氏秀
　最初に小田原北条氏最後の当主 ･
氏直の書状を紹介します。この書状
に出てくる治部少輔は、大事な城で
ある関宿城を守っているのですが、
病気になり江戸城へ戻されました。
治部少輔の名字は不明でしたが、当
時は名字を省略できるほど知られた
存在でした。
　その後の調査で、小田原北条氏の
菩提寺である高野山高室院の過去帳
に「武州江戸北条治少輔平氏秀」と
いう記載があることが分かりました。
天正11年（1583）に亡くなったとあ
りますが、これにより治部少輔は北
条氏秀のことであることがはっきり
しました。しかし一般には、氏秀は
幼少の頃武田信玄の元で生活し、長
じてからは上杉謙信の元で上杉景虎
を名乗りますが、謙信没後相続争い
に負けて敗死した人物とされていま
す。
北条氏秀＝上杉景虎説の見直し
　そこで、北条氏秀と上杉景虎が同
一人物であると書かれた文献はどこ
まで遡れるか調べてみました。最も
古いものは『関八州古戦録』という軍

記物でした。これは享保年間（1716
～36）に書かれたものです。つまり、
小田原合戦後120年余りたってか
ら書かれた軍記物ということになり
ます。これより古いものは寛永年間

（1624～44）ごろ完成した『北条記』
です。これは小田原合戦から半世紀
後に書かれたものですが、そんな話
は出ていないのです。つまり氏秀、景
虎同一論は、18世紀に作られた話で
あることがはっきりしました。最も
古い軍記とみられる『北条五代記』

（1614年ごろ成立）にもありません
が、その中から気になる記述を引用
したのが次の史料です。
　「（江戸城主の太田）道灌に反逆
の義があって、文明18年丙午の年

（1486）、（上杉）定正のために誅せ
られた。その後の江戸城は定正のも
のとなり、逝去後は子息五郎朝良が
継いだ。朝良没後は、管領上杉修理
太夫朝興が持った。しかし大永年中

（1521～28）に、北条氏綱によって
攻め落とされ、北条氏の支配する城
となり、氏康、氏政、氏直まで４代続
いた。その間は北条治部少輔 ･ 遠山

左衛門を城代とし、天正年中（1573
～92）まで続いた。しかしながら、氏
直が没落してこの方、武州江戸城に
将軍がおわすようになった」
北条氏秀関係史料
　治部少輔の発給文書を探したとこ
ろ、「武州文書」中に氏秀の花押影の
ある文書が２通見つかりました。い
ずれも石神井の三宝寺に宛てたもの
です。ほかに文政年間（1818～30）
に法恩寺が幕府へ提出した文書に、
天正３年に治部少輔が法恩寺宛に出
したものが写されていますが、治部
少輔が氏秀であることは忘れられ、
遠山綱景の文書と思われています。
さらに氏秀の受領文書が２通確認さ
れており、いずれも天正年間に北条
氏政が氏秀へ宛てた書状と分かって
います。
北条氏秀の地位
　武田氏が滅び徳川氏が台頭したこ
ろ、北条家は江戸城を守護する一手
役（独立した軍事集団を動かすこと
のできる武将）として、遠山、太田肥
後、冨永、治部少輔（氏秀）の４人を
定めました。その中でも氏秀が最大
であったと考えられます。氏秀には
乙松という子がありました。戦国時
代は徳川時代と違って、領主が亡く
なった際に統治能力のない子供は領
主にはしません。しかし、乙松は領
主になっているので、相当高い家格
だったと思われます。ただ、家督を
継いでから３年ほどで亡くなります。
その後の江戸の支配は一部を除いて
北条氏政が管轄したので、それ以降
の記録が残らなかったようです。
氏秀の出自
　氏秀は、北条かそれに準ずる家系
であろうと思われます。治部少輔以
前に孫二郎を名乗っていたようです。
そこで孫二郎を称した人物を探した
ところ、康元という人物に当たりま
した。康元は北条一門である綱成の
長男だったようです。その息子の孫
二郎が氏秀です。
　江戸は従来北条氏の直轄で遠山氏
が支配していたといわれていました
が、そうではなく、少なくとも中期
の20年間は、氏秀と子供の乙松に支
配されていました。 参加者104人。

【記録】文･写真：広報部会･光田憲雄
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　晴天の日曜日、東京メトロ表参道
駅から、５枚の図会の地を訪ねて、洒
落たお店が軒を連ねる青山から渋谷
駅までの約3km を歩きました。
青山善光寺と高野長英最期の地
　ランチで賑わう路地を抜けると信
濃善光寺東京分院、南命山善光寺で
す。慶長６年（1601）徳川家康の帰
依により信州善光寺大本願上人の宿
院として江戸谷中に建立されました
が、元禄16年（1703）焼失、移転し
て南命山善光寺となりました。その
後何度も火災に遭いながら将軍家の
庇護を受けて維持され、現在の姿に
なったのは大正９年（1920）のこと
です。仁王門は戦災で焼失し、現在
のものは箱根強羅から移築した白鳳
期の八脚門です。人力車発明記念碑
や芭蕉の句碑、高野長英の記念碑な
どもあります。長英が最後に潜伏し
ていたのが、善光寺近くの青山百人
町の借家（現「青山スパイラル」ビ
ル辺り）だったため、同郷の人々が
ここに記念碑を建てたのです。

高樹町通りから渋谷長谷寺へ
　青山通りを左に折れて高樹町通り
を西麻布方向へ。南青山と西麻布の
境に立派な門構えの永平寺東京別院
補

ほ

陀
だ

山
さ ん

長
ちょう

谷
こ く

寺
じ

があります。八重桜や
シャクヤクがまぶしい日差しに映え
ていました。江戸初期、奈良の長

は

谷
せ

寺
で ら

の本尊十一面観世音菩薩を彫刻し
たのと同じ木片で作られた観音様を
安置した小さなお堂でしたが、家康
公の命を受けた門

も ん

庵
な ん

宗
そ う

関
か ん

蝉
ぜ ん

師
じ

（1550
～1621）により広大な寺となり、正

徳6年（1716）には10m を超す観音
様とお堂を造り、江戸の観音霊場第
二十二番札所として信仰を集めまし
た。関東大震災と戦災に見舞われ、平
成10年に現在のように整備されま
した。また明治から昭和に活躍した
多くの著名人の墓所でもあります。
渋谷が原の鎮守社氷川明神社へ
　長谷寺を後に六本木通りを渡り、
坂道を上り下りして渋谷区に入りま
す。常陸宮邸、薩摩藩ゆかりの常盤
松の碑などを見ながら歩くと、国学
院大学に隣接した温故学会会館があ
ります。『群

ぐ ん

書
し ょ

類
る い

従
じゅう

』の編纂で知ら
れる盲目の学者、塙

はなわ

保
ほ

己
き

一
い ち

の資料館
でもあり、同書の版木17万7244枚
のほか『徒然草』や『万葉集』など
の版木が保管されています。
　国学院大学校舎前の鳥居から渋谷
氷川神社に入りました。参拝を終え
参道を進むと、急な石段があり、す
り鉢の底のような場所に屋根付きの
土俵を見下ろすことができます。江
戸郊外三大相撲の一つ、金

こ ん

王
の う

相撲が
行われ、江戸の人々の娯楽として大
いに賑わったそうです。その石段下
には、常盤御前が信仰した常盤薬師
が安置されている宝泉寺がひっそり
と佇んでいます。
金王八幡社と渋谷氏
　明治通りを渡り、氷川橋下の渋谷
川の小さな流れと東急東横線の旧線
路跡を見つつ並木橋から坂道を北上
すると、間もなく渋谷城跡でもある
金王八幡宮です。家光が将軍になれ
るようここで祈願してかなったため

春日局が社殿と門を造営したといい
ます。この辺りは昔、渋谷氏が治め
た「渋谷が原」といわれ、その一族、
渋谷金王丸（1141～1185）が名称の
由来です。

　図会「金
こ ん

王
の う

麿
ま ろ

影
え い

堂
ど う

」（金王丸御影堂）
に描かれたお堂には金王丸自作の木
像が安置されています。17歳で源
頼朝に召し出された時、悲しむ老母
に身代わりとして渡したものと伝わ
ります。頼朝が彼の忠節を偲んで植
えたという、八重と一重の花が咲く

「金王桜」は、すでに散っていて残念
でした。立派な神輿などを展示した
宝物庫や、芭蕉の句碑、渋谷城の石
など、見どころは多数あります。
　隣接の豊栄稲荷では13基の庚申
塔を、金王八幡宮別当寺東福寺では
区の文化財である梵

ぼ ん

鐘
しょう

を見学して、
つつじが咲き始めた上り坂を歩くと
宮益坂上に出ます。ここから六本木
通りに下る坂道「金王坂」の名付け
親は地元の人たちだそうです。
　宮益坂を下って行くと右側に石段
があり、頂上を見上げると鳥居が見
えます。明治天皇が駒場野での陸軍
演習天覧の際、ここで馬に乗り換え
たという御

み

嶽
た け

神社です。知っている
つもりの青山・渋谷とは違った面を
見聞できた見学会は、渋谷駅前で解
散となりました。 参加者132人。

【取材】文・広報部会・大橋弘依
写真・同・田辺友紀子　

（えど友ホームページに地図と写真
レポートが掲載されています）

江戸東京博物館友の会　見学会　（平成 29 年４月 23 日）

『江戸名所図会』の挿絵で歩く江戸の町（5）
―青山善光寺から金王八幡社まで－

▲金王丸御影堂

▲善光寺本堂

▲金王八幡宮入口
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　坂本龍馬の没後150年を記念し
た特別展の特別観覧会が５月12日
に開催され、学芸員の田原昇さんか
ら見どころ解説がありました。
　今回のポイントは龍馬直筆の手紙
と、刀です。龍馬の手紙は特に姉の
乙女宛のものが数多く残されていま
すが、家族に宛てた手紙には所々注
釈が付いていたり、振り仮名があっ
たりして、龍馬の丹念なところと、
優しい性格が読み取れます。決して
きれいな字とはいえませんが、奔放
な風合いで、龍馬の自由な生きざま
や性格を表すような書体です。古文
書のお勉強には向いていませんが、
所々には読み取れる字もあるので、
まずは全体を見て、龍馬の人物像と
心を手紙から感じ取ってほしいとい

うのが田原学芸員からのメッセージ
でした。
　この展覧会では、後藤象二郎宛の

「越行の記」下書きと、龍馬暗殺５日
前に書かれた越前福井藩の重役、中
根雪江宛の最後の手紙が近年発見さ
れたということで一番の目玉と思っ
ていたら、実物は東京には来ていま
せんでした。３月に京都で始まった
ときはニュースにもなっていたのに
と、がっかりでしたが、その「越行
の記」下書きと、中根雪江宛の手紙
の写真が釈文とともに壁に貼られて
おり、じっくりと読むことはできま
した。（中根雪江宛の手紙は、急きょ
６月６日から展示されました）
　龍馬の手紙で有名な「日本を今一
度せんたくいたし申候」や、新婚旅
行で登った高千穂峰のイラスト入り
の手紙などは後期展示だったので特
別観覧会当日は見られませんでした
が、後期に再度足を運ばれた人も多
かったのではないでしょうか。
　2010年 NHK 大河ドラマ特別展

「龍馬伝」では、近江屋で龍馬が斬
られたときに使用された脇差を展示
していました。今回は龍馬が刺客の
刀を鞘ごと受けた「銘吉行」の刀が
展示されていました。近年の研究で
札幌の坂本家資料から刀を含む様々
な遺品の伝世経緯が、分かってきた
といいます。それによると、これま
でこの刀が ｢ 吉行 ｣ 本来の作風と異

なることから龍馬の刀か疑問視する
向きもありましたが、この新資料に

「釧路大火の際に焼けて変形し、反り
を失った」と記されていたことから、
これがまさに龍馬が持っていた刀と
確認されました。火災の熱で刀身の
反りが伸び、被災後の研磨のために
本来の刃文が消えて直

す ぐ

刃
は

風に見えて
いたのですが、元々拳

こぶし

形
が た

丁
ちょう

字
じ

と呼
ばれる刃文の残

ざ ん

滓
し

が刀身の一部に
うっすらと残っていました。スキャ
ナーによる撮影と画像処理でその刃
文の映った画像も展示されていたの
で、その画像と刀身をよくよく見比
べると、ごく一部ですが照明の角度
によってはその拳形丁字の刃文が見
えることに感激しました。
　刀の展示ではもう一つ目を見張る
ものがありました。それは龍馬が暗
殺された翌年３月に、英国公使の
パークス一行が京都で攘夷派の志士
に襲われた際に、襲撃犯と警護の侍
とが激しく打ち合った双方の刀です。
実際の戦闘で使われ、傷跡が生々し
く残った刀の現物とその使用者が確
認され、しかもそれが並んで展示さ
れている希有な例で、思わず見入っ
てしまいました。
 参加者140人。
【取材】文・写真：広報部会・中村貞子

（この展覧会は６月18日に終了しま
した）

江戸東京博物館友の会特別観覧会 
（平成29年５月12日）

特別展 「没後150年　 
坂本龍馬」

　今や特段の運動はほぼできていな
いのが現状ですが、学生の頃は超体
育会系の部活に所属し、部活漬けの
生活を送っていました。
　中学校入学時の部活選びは楽し
かったです。憧れの高校野球に近づ
くために、野球部のマネージャー？　
弦楽器に興味があるのでオーケスト
ラ部？　武道にも惹かれるから剣道
か弓道か……などと、あれこれ見て
迷いました。そんな中、結局入った
のは友人に誘われたバレーボール部
でした。誘われるがまま入ったので
特に下調べもせず入部してしまった
のですが、校内でも１、２を争う厳
しい部活に入ってしまったのでした。

　とんでもない世界に足を踏み入れ
てしまったと、正直思いましたが時
すでに遅し。厳しい顧問の先生に、厳
しい先輩。厳しい練習に、厳しい部
活内ルール（女子特有）。最初は球拾
いすらさせてもらえず、体育館の隅
でひたすら腹筋と背筋を繰り返して
いるか、延々と外を走っているかの
毎日。結果、入部当初23人いた新入
部員は、最高学年に上がったころに
は６人になっていました。
　部活中心の生活はなかなか苦しい
経験ではありましたが、学んだこと
はたくさんありました。日々の小さ
な積み重ねは必ず形となること。練
習は裏切らないこと。手を抜かない

でやれば自信に繋がるということ。
チームワークは大切だということ。
チームメイトのミスはみんなで取り
返せるということ。どれも、社会人
となった今でも生かせるような教え
ばかりです。
　何より、どんなに大変でも投げ出
さずに続けていけば、最終的に大き
な達成感を味わえるという喜びを知
りました。「あんなに辛かった経験
も乗り越えられたんだから、大丈夫」
という心の糧は、人生の節目節目で
支えとなっています。

「あの日々があったからこそ」 学芸員　吉田奈緒子（よしだ なおこ）
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　今回は東京23区の南西端に当た
る、世田谷区の大蔵から喜多見の辺
りを巡ります。平安末期から江戸の
地で栄えた、江戸氏（後の喜多見氏）
ゆかりの寺社がある地域です。歩い
たのは新緑の季節を迎えた
４月中旬から下旬でした。
龍華山永安寺から
東覚山吉祥院
　大井町線 ･ 田園都市線二
子玉川駅で下車、駅前から
バスで多摩川の支流である
野川の上流方向へ向かいま
す。永安寺前バス停から手
前の信号を右に入ると、正
面に 龍

りゅう

華
げ

山永安寺の山門
が見えてきます。本堂の前
では、山号の由来になった

「龍華樹」と呼ばれる八重
桜（普

ふ

賢
げ ん

象
ぞ う

）が満開でした。室町時代、
当山が鎌倉にあったころの桜の銘木
を、この地に再建された折に移植し
たのが始まりで、その後何度か植え
替えられて現在に至っています。ま
た、本堂には恵

え

心
し ん

僧
そ う

都
ず

作といわれる
千手観音像が安置されています。
　山門前の道を東へ進んで左手の脇
道に入ると、永安寺が別当であった
氷川明神社（現大蔵氷川神社）があり
ます。暦

りゃく

仁
に ん

元年（1238）に江戸氏が
さいたま市の氷川明神（現大宮氷川
神社）を勧請したものと伝えられ、喜
多見氷川神社・宇奈根氷川神社とと
もに三所明神社と称されています。
現在の社殿は戦後のものですが、文
政７年（1824）再建の本殿が中に納
められており、風格を感じさせます。
　図会では大蔵村に帯

た て

刀
わ き

先
せ ん

生
じょう

義
よ し

賢
た か

の墓と居館旧址があるとしています。
帯刀先生は官職名で、義賢とは木曽

義仲の父、源義賢のことです。氷川
神社前の通りを進むと、民家の庭先
に「源義賢朝

あ

臣
そ ん

墳」と刻まれた石碑
がありました。なお、旧館跡と墓は
埼玉県嵐

ら ん

山
ざ ん

町
ま ち

にあるという説もあり
ます。
　もと来た道から南へ進むと、右手
の天神社奥に東

と う

覚
が く

山（現鎌田山）吉
き ち

祥
じょう

院があります。本堂の柱には「玉
川不動尊」と書かれています。当初
の本尊は行基大士作の地蔵菩薩立像
でしたが、現在は良

ろ う

弁
べ ん

僧都作の不動
明王坐像となっており、小さいなが
らも迫力のある姿です。
長立山常光寺から観音寺
　かつての水車橋跡を通り、天神森
橋で野川を渡ります。橋の上から見
る川の景色は実にのどかです。目を

こらすと川の中を歩いている白鷺の
姿が見えました。ここから右手の水
道道路を歩いていくと、左側に 長

ちょう

立
りゅう

山（現玉川山）常光寺の屋根が見
えてきます。かつては弦巻にありま
したが、ここ宇奈根に移っています。
戦災で建物は全焼しており、裏通り
に面した総門から入ると本堂は近代
建築になっていました。
　裏道を左に進むと、右手に観音寺
の山門が見えます。門を入るとすぐ
脇に樹齢数百年といわれる大イチョ
ウがそびえていました。本尊の木造
十一面観音立像は平安末期から鎌倉
初期の制作とみられ、区内における
屈指の古像とされていますが、残念
ながら本堂の戸が曇りガラスのため
像を拝むことはできませんでした。
墓地には、後北条家の家臣であり、
江戸時代には井伊家世田谷領の代官
を務めた荒井家の墓があります。

名
所
図
会
を
歩
く
…
㉜

［龍華山永安寺から氷川明神社］
永劫山慶元寺から氷川明神社
　再び水道道路を進み、左側の喜多
見公園向かいの脇道を行くと、左手
に永

よ う

劫
ご う

山慶
け い

元
げ ん

寺があります。文治２
年（1186）に江戸氏２代の重長が現
在の皇居紅葉山辺りに開基した氏寺
で、室町時代に当地へ移っています。
総門からうっそうとした林の中を参
道が長く続き、両側には石灯籠が点
在しています。宝暦５年（1755）建立
の山門をくぐると、享保元年（1716）
再建の大屋根が見事な本堂があり、
区内寺院の本堂では最古となってい
ます。墓地に入ると、中央通路の正
面に三重塔が堂々とした姿を見せて
います。新しいものですが、墓石に
囲まれている様子はビル群の中のス
カイツリーといった趣でした。し

かし江戸・喜多見氏の墓所
は墓地を隅々まで歩いても
見つかりません。境内のお
宅で場所を伺って引き返す
と、何と墓地のど真ん中に
ありました。初代重継を初
め代々当主の墓がコの字型
に並んでいます。
　墓地脇の路地から外に出
て左へ曲がると、すぐ前
方に氷川明神社（現喜多見
氷川神社）の鳥居が見えま
す。創建は天平12年（740）
と伝えられ、江戸氏により

再興されています。しめ縄がかけら
れた二の鳥居は小ぶりですが、どっ
しりとした重みを感じさせます。承
応３年（1654）に喜多見村の地頭で
あった喜多見重恒・重勝兄弟によっ
て寄進されたもので、区内最古の石
鳥居です。さらに参道を進むと、何
と本殿の脇では色とりどりのこいの
ぼりが空を泳いでいました。季節柄
珍しくはありませんが、本殿の渋い
色との対比が実に鮮やかでした。ま
た当社の隣には別当寺の普

ふ

命
みょう

山禱
と う

善
ぜ ん

寺がありましたが、廃寺となって
います。ここから慶元寺の裏を通っ
て喜多見緑道へ出て、喜多見公園前
からバスで二子玉川駅に戻りました。

【取材】歩いた人（文・写真とも）：
　広報部会・菊池真一

（えど友ホームページに地図と写真
レポートが掲載されています）

江戸

永安寺の龍華樹

▲氷川明神社　禱善寺　慶元寺
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第179回「錦絵から読み解く時事と、かわら版」
講師　富澤達三さん（松戸市立博物館学芸員）
◆ 江戸時代には、幕府や諸藩からの命令文書、商売の記録・

日記や手紙など、全国各地で膨大な数の文書が作成され、
現在も古文書として残っています。一方、幕府や大名・公
家に仕えた絵師、庶民向けの絵を描いた浮世絵師、絵心の
ある侍や学者さらには市井の素人が描いた、やはり、膨大
な数の図像資料も残されています。今回は、人気浮世絵師
の歌川国芳が江戸の事件を描いた錦絵を題材に、事件が
江戸庶民にどのように伝えられたのかを「嘉永２年の流行神
事件」を例に具体的に解き明かします。

◆講師略歴：とみざわ・たつぞう
　 昭和42年（1967）東京都生まれ。神奈川大学大学院歴史

民俗資料学研究科博士後期課程修了、博士（歴史民俗資
料学）。葛飾区郷土と天文の博物館・専門調査員を経て、
2015年より松戸市立博物館学芸員（近世史）となる。専門
は日本近世史（江戸後期～明治）歴史民俗資料学、博物館
学。著書『錦絵のちから　時事的錦絵とかわら版』（文生書
院）、『近世の宗教美術　領域の拡大と新たな価値観の模索』

（有志社）。
• 開催日時：８月19日（土）　14時～15時30分
• 申込締切：８月10日（木）必着
• 会場：江戸東京博物館・１階ホール
• 定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
• 参加費：会員500円・同伴者600円（当日払い）

【企画担当責任者】國定美津子（事業部会）

9月から第2期を開講
　9月から下記日程で開講します。受講は自動継続ではあ
りません。改めてお申し込みください。申込はがきは１講
座ごととして、申込の受付は７月末までです。
　また、10月からの会場は江戸東京博物館の休館により
外部へ変更となります。会場の案内図などを同封しました
ので、必ず保管・確認をお願い致します。なお、これに伴
い今回から参加費が下記の金額に変更となります。
◆入門編
• 講師：田中潤さん（学習院大学非常勤講師）
• 開催日：９／６（水）、10／４（水）、11／１（水）
◆初級編
• 講師：安藤奈々さん（学習院大学大学院史学専攻）
• 開催日：９／20（水）、10／18（水）、11／22（水）
◆中級編
• 講師：吉成香澄さん（豊島区教育委員会文化財保護専門員）
• 開催日：９／23（土）、10／21（土）、11／25（土）
• 時間：各講座とも
　　　　  午前の講座は10時30分～12時30分
　　　　  午後の講座は14時～16時
• 会場： 各講座とも、９月は江戸博１階会議室、

10月からの会場は飯田橋・新陽ビル４階の
「リロの会議室　会議室Ａ」となります。
（同封の案内図によりご確認ください）

• 定員：各講座とも80人（会員のみ）
• 参加費：各講座とも全３回2,400円（初回一括払い）
◆29年度第１期の残日程
　入門編７／５（水）、初級編７／19（水）、中級編７／22（土）

【企画担当責任者】宮　俊（事業部会）

『えど友』100号記念投稿（文章・写真）募集のお知らせ
　会報『えど友』は今年の11月1日発行号で100号を迎えま
す。これを記念して、以下の通り文章や写真の投稿を募集い
たします。採用原稿は100号以降に順次掲載の予定です。こ
の機会に、あなたも誌面作りに参加してみませんか。

テーマ①　記憶の中の東京風景
　取り壊されてしまった建物、様
変わりした場所など「今では見ら
れなくなってしまった風景」に関
するもの。
＜文章＞子供時代の思い出の場所、

昔よく訪れた場所、お気
に入りだった風景など。

＜写真＞家にある昔の写真で、その
時代を感じさせる風景が
写っているもの。
　風景のみでも、人物の背
景でも構いません。

テーマ②　歴史を感じる東京風景
　現在も残されている建物や場所で、
歴史を感じさせるもの。
＜文章＞建物や場所の由来や歴史に

まつわる事柄など。
＜写真＞歴史的建造物 ･ 史跡などを

新たに撮影したもの。
◆ 文章は800～1000文字程度。題名と氏名を明記してくだ

さい。
◆ 写真には撮影年 ･ 場所名 ･ コメントを添えてください。写

真はプリントでも画像データでも構いません。プリントは
ご返却します。

［応募先］郵送：〒130⊖0015　東京都墨田区横網1－4－1
江戸東京博物館友の会「友の会事務局」

　　　　･Ｅメール：edo_tomo_koho＠ yahoo.co.jp
（原稿は添付ファイルにしてください）

［応募期間］平成29年5月１日～平成30年3月31日
◎掲載された方には記念品を贈呈します。

◆普通はがきの値上げについて
　催事の申込みでお使いの普通はがきが平成29年6月
1日より現行の52円から62円に引き上げられました。
　52円のはがきをお持ちの場合には、10円切手を貼
ってご使用ください。
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●�2017年NHK大河ドラマ「おんな城主 直虎」特別展�
「戦国！井伊直虎から直政へ」
会　期：７月４日（火）～８月６日（日）
会　員：一般670円、65歳以上340円、大・専門生540円
同伴者：一般1,080円、65歳以上540円、大・専門生860円
　　　　＊高校生、中学生、小学生は65歳以上と同じ。
●（注）割引を受けられる同伴者は１人だけです。

企画展のご案内

●「発掘された日本列島2017」
会　期：６月３日（土）～７月23日（日）
　　　　７月21日（金）夜間開館21時まで
会　場：常設展示室　５Ｆ企画展示室

次回予告

●「徳川宗家」（仮称）
会　期：８月11日（金・祝）～９月24日（日）
　　　　８月11日（金・祝）、18日（金）、25日（金）は･

夜間開館21時まで
会　場：常設展示室　５Ｆ企画展示室

会員優待のお知らせ会員優待のお知らせ

会期残り僅かお見逃しなく！

　スイレン

カット：福島信一さん

第９回「えど友研究発表会」
◆今年も、会員の皆さんによる研究発表会を開催します。
　発表者と演題は次のとおりです。
•土屋献一郎さん「江戸の繁栄を築いた利根川東遷について」
• 若松謙二さん「江戸町政における町火消しの役割」
• 開催日：８月１日（火）13時～15時30分
• 申込締切：７月24日（月）必着
• 会場：江戸東京博物館・１階会議室
• 定員：100人　同伴者可（はがきに氏名連記）
• 参加費：会員・同伴者とも無料

【企画担当責任者】川上由美子（事業部会）

第12回（平成29年度･第１回）
荒川区立荒川ふるさと文化館を訪ねる
◆ 「荒川区立荒川ふるさと文化館」は平成10年５月１日

に開館しました。当館は荒川区の通史に基づいて区内の
考古・歴史・民俗資料を展示して郷土の歴史や文化に触
れ合いながら学んでいただく場として公開されていま
す。常設展示の見学の他に館所蔵の資料の中で最も代表
的な資料群といえる「皆川号外コレクション」について
特別にお話しをしていただけることになりました。施設
には「南千住図書館」も併設されています。

• 開催日：８月29日（火）13時30分～14時　受付
• 開催場所： 荒川区立荒川ふるさと文化館 

（荒川区南千住 6-63-1）
• 学　習： 14時～15時30分　館の沿革・特徴などの話・ 

「皆川号外コレクション」についての講演・解
説を聞きながらの常設展見学

• 交通アク セス：JR 常磐線・東京メトロ日比谷線・つく
ばエクスプレス：南千住駅（徒歩約10分）また
は京成線：千住大橋駅（徒歩約10分）

　　　　　  　その他もありますが、詳細な地図は受講票
と一緒にお送りします。

• 申込締切：８月14日（月）必着
•定員：40人（会員のみ）　定員を超えた場合は抽選となり、

ご希望に添えないこともあります。
• 参加費：500円（当日払い）

【企画担当責任者】清水昌紘（事業部会）

会報＜えど友＞第 98号
平成29年 7月 1日発行（奇数月1日発行）
編集・制作：江戸東京博物館友の会広報部会
E-Mail･:･edo_tomo_koho@yahoo.co.jp

発行人：早川良躬（会長）　編集長：中村貞子
　　　　･岡本　脩、福島信一、内匠屋京子、佐藤美代子、前田太門、菊池真一、･

光田憲雄、大橋弘依、田辺友紀子
発行：江戸東京博物館友の会
〒130-0015　東京都墨田区横網 1－4－1　電話 03-3626-9910

催事のお申込方法
◆･普通はがき（62円）に、･
①催事名（略名可）・開催日･
②会員番号（必須）･
③氏名（同伴者連記）･
を明記して下記の「友の会事務局」へ。
◆申込は、催事ごとに会員１人１通。
◆友の会へのご意見・ご要望があれば記入してください。
◆申込先：〒 130-0015　東京都墨田区横網 1－4－1
　　　　　江戸東京博物館 「友の会事務局」
＊「えどはくカルチャー」など江戸博への申込とは違います。

＊お申込いただきますと、「受講票」をお送りします。当日ご持
参のうえ、受付で登録してください。

　なお「受講票」は逐次お送りするのではなく、申込締切数日後
一斉にお送りしますので、それまでお待ちください。

＊いずれも申込多数の場合は抽選となることがあります。
＊「受講票」未着のお問合せや参加予定変更の連絡などはなるべ

く事務局員出勤の火曜日か金曜日（10時～12時、13時～17
時）にお願いします。

＊「受講票」がないと受講できません。必ず事前に申込をしてか
らご参加ください。


